
 
 

神奈川県本部書記長：右の写真）が行い交運労働者のたたかい

を自動車パレードで市民にアピールしようと呼びかけました。 
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 春の日差しが降りそそぐ３月３日雛祭り港横浜山下ふ頭に神奈

川交運共闘（自交総連神奈川地本、建交労神奈川県本部、港湾労

働組合、検数労連横浜、港運海貨労協、横浜港湾労協）の仲間が

結集し山場を迎えた 2024春闘に決起する集会を開催しました。 

集会後には、暖かな日差しと穏やかな風が吹くなかを市民や観

光客でにぎわう横浜みなとみらい地区周辺を“大幅賃上げで国民

経済の回復”をアピールして自動車パレードを実施しました。 

建交労はこの日の集会パレードに神奈川県本部の伊藤委員長、

高橋書記長はじめダンプ支部､神奈川県南支部の清野副委員長、

佐藤執行委員､赤羽特執が参加しました。また､建交労神田支部の

上村（かみむら）委員長（建交労全国トラック部会副議長）は首都圏

交運共闘の副議長として来賓挨拶し、建交労中央本部からは福富

書記次長、相馬書記局員が取材を兼ねて応援に駆け付けました。 

主催者挨拶を行った神奈川交運共闘の冨松議長（右上写真の上）

は残業規制やタクシーライドシェア問題などを抱えて大幅賃上げ

を追求する交運労働者には重要な春闘となると強調しました。 

来賓トップは、神奈川春闘共闘を代表して赤堀神奈川労連幹事

（右上写真の下）が“厳しい国民生活の一方で大企業は大儲けを続

けている。しかし、３０年間トリクルダウンは起きていない。財
界・政府の生活破壊に終止符を打とう”と呼びかけました。 

首都圏交運共闘の上村副議長（左上写真）は“国民の生活を支え

る交運労働者の苛酷な労働実態を告発し､１月２日に起きた羽田

空港での重大事故は交運共闘が以前から指摘していた安全対策の軽視が一因であることを

指摘して春闘での大幅賃上げと併せ安全・安心対策の強化を進めよう”と訴えました。 

来賓の最後には日本共産党の木佐木（きさき）神奈川県議会

議員（左側下の写真）が“政府が巨額の資金を提供して熊本県内

で展開されているＩТ企業など誘致バブルの実態も告発して、

国民の暮らしを守るたたかいに連帯する”と挨拶しました。 

つづく決意表明は、神奈川交運共闘の高橋副議長（建交労 

 

神奈川交運共闘が自動車パレード実施！

陽春の雛まつり・港横浜で春闘をアピール 

神奈川県南支部のホームページは（全日本建設交運一般労働組合 (ctg-kennan.net)） または

右のＱＲコードからアクセスできます。分会・班の仲間は多くの労働者に広げてください。 

 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20
https://ctg-kennan.net/


 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 福祉保育労組緑陽苑分会を敵視する緑陽苑理

事長が労働委員会命令を不服として行訴した裁

判が横浜地裁で 3月 4日に結審し裁判長からは 
5月 29日 13:15からの判決が告げられました。 

この日は、緑陽苑分会のたたかいを支援する

仲間 20名余り（福保労を含む）が駆け付け神奈

川県南支部からは金崎書記長はじめ合同分会の
益山、河野、根井、赤羽が参加しました。 

緑陽苑分会は、執拗に組合攻撃・不当労働行

為を繰り返す緑陽苑理事長に、すべての争議で

勝利しており 5月勝利判決も間違いありません。 

自動車パレードの出発！梯団の先頭を行く

神奈川ダンプ支部＆参加した建交労の仲間

仲間陽春の横浜みなとみらいで春闘をアピ

ール下明日２/２８は２４春闘の第一次回答

日です 

回答・団交促進！署名・アンケートの推進 

福祉保育労緑陽苑分会の争議支援に結集

横浜地裁での３/４結審日に２０名余が参加 

一方で閉廷後の報告会では「緑陽苑理事長の組合攻撃に終止符を打つ対策の必要性を指摘

する」支援者の発言もありました。神奈川県南支部は引き続き緑陽苑分会を支援します。 

報告会後の横浜地裁前での当該組織と支援者 



 
 

支部の金崎書記長も幹事にそれぞれ再選されました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ての報告・提案が採択され冨松議長の発声で団結ガンバローを唱和して閉会しました。 

なお、この総会では、建交労の和泉さんのあとを継いで事務局長の任を長年に渡って務

められた奥村さんが退任され新たに港湾労働組合の戸倉書記長が事務局長に選出されまし

た。 

また、建交労の高橋県本部書記長は引き続き副議長に、神奈川県南 

 

 

 

 

上記へ支援カンパを振り込んだ分会・班及び組合員は神奈川県南支部にご報告ください。  


